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第1条 機関の設立  

１ この条約によって、「欧州宇宙機関」（以下「機関」という。）の名称を有する欧州機関を設立する。 

２ 機関の加盟国（以下「加盟国」という。）は、第20条及び第22条の適用上、この条約の締約国である国

である。 

３ すべての締約国は、第5条1（a）の規定にいう義務的活動に参加し、附属書2に定められた機関の固定共

同経費を拠出する。 

４ 機関の本部はパリ地域に置く。 

 



第2条 任務  

機関は、次の手段で、宇宙研究及び技術並びにその宇宙応用を科学的目的及び運用中の宇宙応用システムに

利用するために、もっぱら平和的な目的で、これらの分野における欧州諸国間の協力を確保し、かつ、発展さ

せる任務を有する。 

（a）長期的な欧州宇宙政策を作成し実施すること、加盟国に対して宇宙に係る目標を勧告すること、

及び他の国家的･国際的な組織及び機関に関する加盟国の政策について協議すること。 

（b）宇宙分野における活動及び計画を作成し及び実施すること。 

（c）欧州宇宙計画及び国家計画を調整し、実用衛星の開発に関して、国家計画を徐々にかつ可能な限

り完全に欧州宇宙計画に統合すること。 

（d）機関の計画に適当な産業政策を作成し及び実施すること、及び加盟国に一貫した産業政策を勧告

する。 

 

第3条 情報及びデータ 

１ 加盟国及び機関は、宇宙研究及び技術並びにその宇宙応用の分野に属する科学的及び技術的情報の交換

を容易にする。ただし、いずれの加盟国も、機関の枠外で得た情報の通知が、自国の安全保障の必要性、第三

者との協定の規定又は当該情報を得た条件に適合しないと考える場合には、当該情報を通知する義務はない。 

２ 5条に定める活動の実施を確保するにあたって、その科学的成果を実験の主任研究者が利用した後に公表

し、又はその他の方法で広く入手できるように配慮する。この結果生ずる還元されたデータは機関の財産であ

る。 

３ 機関は、契約又は協定の締結にあたって、それらから生ずる発明又は技術データに関して、自己の利益

及び関連計画に参加する加盟国の利益、並びにその管轄下にある自然人及び法人の利益の保護のために適切な

権利を留保する。これらの権利は、特にアクセス権、開示権及び利用権を含む。これらの発明及び技術データ

は参加国に通知される。 

４ 機関の財産である発明及び技術データは加盟国に開示する。当該加盟国及びその管轄下にある自然人又

は法人は、無料で自身の必要のために利用することができる。 

５ 理事会は、前記の諸規定の適用の詳細な規則をすべての加盟国の2/3の多数によって採択する。 

  

第4条 要員の交流  

加盟国は、自国の領域への入国、滞在又は自国の領域からの出国に関する法令の要員への適用に適合する範

囲内で、機関の権限内の業務に関係する要員の交流を容易にする。 

 

第5条 活動及び計画  

１.  機関の活動は、すべての加盟国が参加する義務的活動及び当該活動への参加に関心がないことを明瞭に

宣言する加盟国を除いてすべての加盟国が参加する選択的活動を含んでいる。 

（a） 機関は、義務的活動として、  

（i）教育、資料収集･分類整理、将来のプロジェクトの研究及び技術研究作業のような基礎的な活

動の実施を確保する。 

（ii）衛星その他の宇宙システムを含む科学的計画の作成及び実施を確保する。 

（iii）関連情報を収集しかつ加盟国に対してこれを配布し、欠陥及び重複を指摘し、国際的及び国

家的な計画の調和のために助言及び援助を与える。 

（iv）宇宙技術の利用者との定期的な接触を維持し、彼らの必要について調査する。 



 

（b）機関は、選択的活動として、附属書3の規定に基づいて、特に次のものを含むことができる計画の

実施を確保する。 

（i）衛星その他の宇宙システムの研究、開発、製造、打上げ、軌道投入及び管理。 

（ii）打上げ手段及び宇宙輸送システムの研究、開発、製造、利用。 

２ 機関は、宇宙応用の分野において、必要な場合には、すべての加盟国の過半数による議決によって理事

会が定める条件で運用活動を確保することができる。機関は、従って、次のことを行う。 

（a）関係運用機関に対して、機関の施設で当該運用機関の役に立つものを自由に使用させる。 

（b）必要な場合には、関係運用機関のために、運用中の実用衛星の打上げ、軌道投入及び管理を確保

する。 

（c）利用者によって要請され、理事会によって承認されるその他のすべての活動を実施する。運用活

動の経費は当該利用者が負担する。 

３ 機関は、第2条（c）に定める計画の調整及び統合として、適当な時に、加盟国から新しい宇宙計画に関

するプロジエクトの通知を受け、加盟国の間での協議を容易にし、必要な見積を行い、かつすべての加盟国の

全会一致によって、理事会が採択する適切な規則を作成する。計画の国際化の目的及び手続は附属書4に定める。 

 

第6条 施設及び業務  

１ 機関は、機関に委任された計画の実施について、 

（a）これらの義務の準備及び監督に必要な内部の能力を維持し、この目的上、当該活動に必要な施設

及び設備を設置しかつ運用する。 

（b）加盟国の国家機関による計画又は当該機関との協力による計画の若干の部分の実施を可能にする

特別な取極、又は機関自体による若干の国家の設備の管理に関する特別な取極を締結することができる。 

２ 当該計画の実現にあたって、加盟国及び機関は、既存の設備及び利用可能な業務を最善にかつ優先的に

利用するように努め、かつ、これらを合理化するように努める。従って、既存の手段の利用可能性を検討した

後にのみ、新しい設備及び業務を設置する。 

 

第7条 産業政策  

１ 機関が第2条（d）に基づいて作成しかつ適用する任務を有する産業政策は、特に次のことを考慮しなけ

ればならない。 

（a）欧州宇宙計画及び調整された国家宇宙計画の必要に費用対効果的な方法で対応すること。 

（b）宇宙技術を維持し及び開発し、市場の必要に適合する産業構造の合理化及び開発を奨励し、第1に

すべての加盟国の既存の産業の潜在力を利用することにより、世界における欧州産業の競争力を改善す

ること。 

（c）すべての加盟国が、その財政拠出金を考慮して、欧州宇宙計画の実施及び宇宙技術の関連開発に

衡平に参加すること、及び機関は、特にその計画の実施上、機関のために開始された技術的利益を有す

る作業に参加する最大限の可能性を与えられている加盟国全体の産業を最大限可能な限り優先する。 

（d）すべての場合において競争入札の利点を利用すること。ただし、これが産業政策の規定されたそ

の他の目標に適合しない場合を除く。理事会は、すべての加盟国の全会一致によって、その他の目標を

定めることができる。これらの目標の実現に関する詳細な規定は、附属書 5及び理事会がすべての加盟

国の2/3の多数によって採択され、かつ、定期的に改正の対象となる規則において定める。 

２ 機関はこれらの計画の実施について、第6条1の規定に定める内部の能力の維持と両立し得る限度におい

て、外部の契約者を最大限に利用する。 



第8条 打上機及び宇宙輸送システム 

１ 機関は、自己のミッションを定めるにあたって、計画の枠内で開発された又は加盟国によって若しくは

機関の実質的な貢献によって開発された打上げ機その他の宇宙輸送システムを考慮し、その利用が考慮の際に

入手可能な他の打上げ機又は宇宙輸送手段の利用に比して、費用、信頼度及び任務への適合の面で過度に不都

合である場合を除いて、所要の搭載物のための、これらの打上げ機その他の宇宙輸送システムの利用を優先す

る。 

２ 5条に定める活動又は計画が、打上げ機又はその他の宇宙輸送システムの利用を含む場合には、当該計画

が承認又は受諾のために理事会に提出される際に、考慮する打上げ機又は宇宙輸送システムについて理事会に

通知する。計画の実施中に参加国が、当初採用されたもの以外の打上げ機又は宇宙輸送システムを利用するこ

とを希望する場合には、理事会は、計画の当初の承認又は受諾についてと同じ規則に基づいて、この変更に関

して決定する。 

 

第9条 設備の使用、加盟国に対する援助及び生産物の提供  

１ 機関は、機関の活動及び計画のための利用がそれによって損なわれないことを条件として、自国の計画

の必要のために機関の設備を要求する加盟国に対して、当該国の費用で機関の設備を提供する。理事会は、す

べての加盟国の2/3の多数による議決によって、この利用に関する実施の方式を決定する。 

２ 1以上の加盟国が、第5条に定める活動及び計画のほかに、機関の任務の枠内で、プロジェクトの開始を

希望する場合には、理事会は、すべての加盟国の2/3の多数によって、機関の援助を与えることを決定するこ

とができる。その結果、機関について生ずる経費は、加盟国又は関係加盟国が負担する。  

３ （a）機関の計画の枠内で開発された生産物は、計画の財政に参加し、かつ自国の必要のために当該生

産物を要求する加盟国に提供される。 

（b）理事会は、すべての加盟国の2/3の多数によって、当該生産物が提供される実際的な方式、及び、

特に、要請を行う加盟国が当該生産物を得ることができるように、機関がその契約者に対して講ずるべ

き措置を決定する。  

（c）当該加盟国は、機関に対して、契約者が提案した価格を正当でありかつ妥当であると考えるかど

うか、及び、同様の条件において当該価格を機関自体の必要を満たすために容認できるとみなすかどう

かを陳述するよう要求することができる。  

（d）本項に定める要求を満たすことによって、機関にとっていかなる費用の増大をも生じさせること

はできない。要求を行う加盟国は要求の結果生ずるすべての費用を負担する。  

 

第10条 組織  

機関の組織は、理事会並びに職員によって補佐される事務局長である。 

 

第11条 理事会 

１ 理事会は、加盟国の代表によって構成される。 

２ 理事会は、必要に応じて、代表レベル又は閣僚レベルで会合する。理事会が別段の決定を行わない限り、

会合は機関の本部で行う。  

３ （a）理事会は2年の任期で議長及び副議長を選出する。その任期は一度に限り1年間更新することができ

る。議長は理事会の作業を指揮し、その決定の準備を確保する。議長は加盟国に選択的計画の実施の提

案を通知する。議長は機関の組織の活動の調整に協力する。議長は、理事会の代表を通じて、機関に関

する一般的な方針の問題について、加盟国と連絡を維持し、当該問題に関する加盟国の見解を調和させ

るように努力する。会合の合間に、議長は事務局長に助言し、かつ、事務局長から必要な情報を受ける。 

（b）議長は役員会によって補佐される。役員会の構成は理事会が決定し、議長が会合を召集する。役

員会は、議長のもとで理事会の会合の準備について、諮問の役割を果たす。 

４ 理事会は、閣僚レベルで会合する場合には、当該会期の議長を選出する。同議長は次の閣僚レベルでの

会期を召集する。 

 



５ この条約のその他の条項において定められる、これらの規定に基づく任務のほかに、理事会は、 

（a） 第5条1（a）（i）及び（ii）に定める活動及び計画に関して、  

（i）すべての加盟国の過半数によって、これらの活動及び計画を承認する。このために行われた

決定は、すべての加盟国の2/3の多数によって行う新しい決定によってのみ修正することができ

る。 

（ii）すべての加盟国の全会一致の決定によって、次の5年間機関の使用に提供すべき財源の程度

を決定する。 

（iii）すべての加盟国の全会一致の決定によって、各5年間の3年目の終了時にむけて、状況の再

検討の後、この3年目の終了時に開始する新たな5年間に機関の使用に提供しなければならない財

源の程度を決定する。 

（b） 第5条1（a）（iii）及び（iv）に定める活動に関して、  

（i）その任務に対応する機関の方針を定める。 

（ii）すべての加盟国の2/3の多数によって、加盟国に宛てた勧告を採択する。 

（c） 第5条1（b）に定める選択計画に関して、  

（i）すべての加盟国の過半数によって各計画を容認する。 

（ii）適当な場合には、その実施中に計画の優先順位を決定する。 

（d） 機関の年次作業計画を定める。  

（e） 附属書2に定める予算に関して、次のものを採択する。  

（i）すべての加盟国の2/3の多数によって、機関の年次一般予算。 

（ii）参加国の2/3の多数によって、各計画予算。 

（f） すべての加盟国の2/3の多数によって、機関の財政規則その他のすべての財政規定を定める。 

（g） 第5条1に定める義務的及び選択的活動に関する経費を検討する。 

（h） 機関の検査を受けた年次会計簿を承認し及び公表する。 

（i） すべての加盟国の2/3の多数によって、職員規定を採択する。 

（j） すべての加盟国の2/3の多数によって、機関の平和的な目的を考慮して、機関の活動の枠内で又

はその協力によって実現された技術及び生産物の加盟国の領域外への移転を許可する規則を採択する。 

（k） 第22条の規定に基づき、新しい加盟国の加入を決定する。 

（l） 第18条の規定に基づいて加盟国がこの条約を廃棄し又は加盟国でなくなる場合には、第24条の規

定に基づいて講ずべき措置を決定する。 

（m） この条約の枠内で、機関の任務達成に必要なその他のすべての措置を講ずる。  

 

６  （a）各加盟国は理事会において 1票を有する。ただし、加盟国は、もっぱら当該加盟国が参加しない

容認された計画にのみ関係する問題に関して投票権を持たない。 

（b） 加盟国は、当該加盟国が参加する第5条に定める活動及び計画全体としての機関への拠出の延滞

金が、現在の会計年度について決定された拠出金を越える場合には、理事会において投票権を持たない。

他方、当該加盟国が参加する第5条1（a）（ii）又は（b）に定める計画の、いずれか一つとして加盟国

が支払うべき拠出の延滞金が、現在の会計年度について決定された当該計画への拠出金を越える場合に

は、当該加盟国は、もっぱら当該計画のみに関係する問題について理事会での投票権を持たない。この

ような場合に、すべての加盟国の2/3の多数が、未払が当該加盟国の意志とは別の状況に基づいている

と考える場合には、当該加盟国に対して、理事会における投票を許可することができる。  

（c）すべての加盟国の代表の過半数の出席が理事会が有効に討議するために必要である。  

（d） この条約に別段の定めがない限り、理事会の決定は、出席し投票する加盟国の単純多数決によっ

て行われる。 

（e）この条約に定める全会一致又は過半数を決定するにあたって、投票権を持たない加盟国は考慮し

ない。  

７ 理事会は、その内部規則を定める。 



８ （a）理事会は、第5条1（a）（ii）に定める義務的科学計画に関する問題を審議する科学計画委員会を設

立する。理事会は、すべての場合において財源の程度を決定し、かつ年次予算を採択する任務を保持し

た上で、当該委員会に対して当該計画についての決定を行うことを許可する。科学計画委員会の任期は、

すべての加盟国の2/3の多数によりかつ本条の規定に従い、理事会により定められる。 

（b）理事会は、機関の任務の達成に必要なその他の補助機関を設立することができる。理事会はすべ

ての加盟国の2/3の多数によりこれらの機関の設置を決定し、権限を定め、当該機関が決定を行う権限

を有する場合を定める。 

（c） 補助機関がもっぱら第5条1（b）に定める選択的計画の一つにのみ関係する問題を検討する際に、

非参加国は、すべての参加国が別段に決定を行わない限り、投票権を持たない。  

 

第12条 事務局長及び職員 

１    （a）理事会は、すべての加盟国の2/3の多数によって、所定の任期で事務局長を任命する。理事会は、

同じ多数決によって、事務局長を解任することができる。  

（b）事務局長は、機関の最高の行政職員であり、すべての行為において機関を代表する。事務局長は、

理事会から受ける指示に従って、機関の管理、計画の実施、方針の適用及び任務の遂行に必要な措置

をとる。機関のすべての施設はその権限の下に置かれる。事務局長は、機関の財政管理にあたって、

附属書 2の規定に従う。事務局長は、理事会のために、公刊される年次報告を作成する。事務局長は

また、活動及び計画並びに機関の任務遂行を確保するのに適した措置に関する提案を提出することが

できる。事務局長は、投票権を有することなく、機関の会合に参加する。 

（c）理事会は、この条約の効力発生の後又はその後空席が生ずる場合に、必要と判断する期間、事務

局長の任命を延期することができる。この場合に、理事会は、事務局長の代理として行動する者を任

命する。その権限と責任は、理事会が決定する。 

２ 事務局長は、理事会によって許可された限度において、必要と判断する科学上、技術上、行政上の職員

及び事務職員によって補佐される。 

３   （a）理事会が定める管理職員は、事務局長の提案によって理事会が雇用しかつ解雇する。理事会が行

う雇用及び解雇は、すべての加盟国の2/3の多数による議決を必要とする。 

（b）その他の職員の構成員は、理事会の代理者として行動する事務局長によって任命され又は解雇さ

れる。  

（c）職員全体は、加盟国の国民の間での職責の適切な配分を考慮して、その資格に基づいて採用され

る。雇用は職員規則に基づき行われ又は終了する。 

（d）職員ではない、機関の施設において研究を行う研究者は、事務局長の権限の下に置かれ、理事会

が採択する一般規則に従う。 

４ 機関に対する事務局長及び職員の責任は、もっぱら国際的な性格を有する。その任務の遂行にあたって、

事務局長及び職員は、いずれの政府又は機関以外のいずれの当局からの指示も受けてはならない。加盟国は、

事務局長及び職員の構成員の責任の国際性を尊重し、その任務の遂行にあたって、これらの者に影響を及ぼそ

うとしてはならない。  

 

第13条 財政拠出  

１ 各加盟国は、第11条5（a）（iii）に定める3年毎の再検討の際に、又はすべての加盟国の全会一致によっ

て新しい拠出比率表の作成を決定する場合に、理事会がすべての加盟国の2/3の多数によって採択する拠出比

率表に従って、第5条1（a）に定める活動及び計画の実施経費、及び附属書2に基づく機関の共同経費を拠出す

る。拠出金の拠出比率表は、統計が利用可能な最も新しい3年間の各加盟国の国民所得の平均に基づいて作成す

る。ただし、 

（a）いずれの加盟国も、これらの費用を賄うために理事会が決定する拠出総額の25%を越えて拠出金を

支払う義務はない。 

 



 

（b）理事会は、すべての加盟国の2/3の多数によって、特別な状況を理由として加盟国の拠出金を暫定

的に軽減することを決定することができる。特に、加盟国の一人あたり国民所得が理事会により同じ多

数決によって決定される額以下である場合には、この状態はこの規定にいう特別な状況とみなされる。 

２ 各加盟国は、選択的計画への参加に関心がないと明瞭に宣言し、その結果、計画に参加しない限り、第5

条1（b）に定める各選択的計画の実施経費に拠出する。すべての加盟国が別段の決定を行う場合を除いて、所

与の計画への拠出比率表は、統計が利用可能な最も新しい3年間の各参加国の国民所得の平均に基づいて作成さ

れる。この拠出比率表は、3年毎に又は理事会が1の規定に基づいて新しい拠出比率表を作成することを決定す

る場合に改正する。しかしながら、いずれの参加国も、当該比率表の運用によって、審議された計画の拠出総

額の25%を越える拠出金を支払う義務はない。ただし、各参加国の出資率は、計画の採択の際に又は計画の実

施中にすべての参加国が別段の決定を行わない限り、1に定める方式に従って作成される自国の拠出率の少なく

とも25%に等しくなければならない。

３ 1及び2に定める拠出比率表の作成のために利用される統計システムは同一であり、財政規則に明

記される。  

４  （a）欧州宇宙研究機構設立条約又は欧州ロケット開発機構設立条約の締約国ではなかった国で、

この条約の締約国となる国は、その拠出金の支払に加えて、機関の財産の現在価値に応じて特

別な支払を行わなければならない。理事会はすべての加盟国の2/3の多数によって、この特別

な支払の額を決定する。 

（b）（a）に基づき行われる支払は、理事会がすべての加盟国の2/3の多数によって別段の決

定を行わない限り、他の加盟国の拠出金を軽減するために使用する。  

５ 本条の規定に基づいて支払うべき拠出額は、附属書 2の規定に基づいて支払われる。 

６ 事務局長は、理事会の指示に従うことを条件として、機関の任務に適合しない条件の対象となら

ない場合には、機関への寄付及び遺贈を受け取ることができる。  

 

第14条 協力  

１ 機関は、理事会がすべての加盟国の全会一致によって行う決定に基づき、他の国際組織及び機関

並びに非加盟国の政府、組織及び機関と協力し、これらの組織及び機関とこの目的のための協定を締結

することができる。 

２ この協力は、第5条1（a）（ii）又は第5条1（b）に基づく1以上の計画への非加盟国又は国際組 織

の参加の形態をとることができる。1の規定に基づいて行うべき決定を条件として、この協力の詳細な方

式は、理事会により、審議される計画の参加国の2/3の多数によって、各場合において定められる。こ

れらの方式は、理事会がもっぱら非加盟国が参加する計画にのみ関係する問題を検討する場合に、当該

非加盟国が理事会において投票権を有することを定めることができる。 

３ この協力はまた、第5条1（a）（i）に基づく将来のプロジェクトの研究に最小限の拠出を行うこ

とを約束する非加盟国に準加盟国の地位を与えるという形態をとることができる。理事会は、各場合に

おいて、すべての加盟国の2/3の多数によって、この協力の詳細な方式を定める。 

 

第15条 法的地位、特権及び免除  

１ 機関は法人格を有する。 

２ 機関、職員及び専門家並びに加盟国の代表は、附属書1に定める法律上の能力、特権及び免除を享

受する。 

３ 機関の本部及び第6条に基づいて設立された施設に関する協定は、機関と本部又は当該施設のある

加盟国の間で締結する。 

 

第16条 改正  

１ 理事会は、この条約並びに附属書1の改正を加盟国に勧告することができる。改正を提案すること

を希望する加盟国は、この旨を事務局長に通告する。事務局長は、このように通告された改正を、理事

会による検討の少なくとも3カ月前に加盟国に通知する。 

２ 理事会によって勧告された改正は、フランス政府がすべての加盟国によるその受理の通告を受け

た30日後に効力を発生する。フランス政府は、すべての加盟国に当該改正の効力発生の日を通知する。 



３ 理事会は、改正がこの条約に矛盾しないという条件で、すべての加盟国の全会一致によって行

う決定により、この条約の他の附属書を改正することができる。改正は、理事会がすべての加盟国の全

会一致によって決定を行う日に効力を生ずる。事務局長は、すべての加盟国にこのように採択された改

正及びその効力発生の日を通知する。 

 

第17条 紛争  

１ この条約又はその附属書の解釈若しくは適用に関する2以上の加盟国間又は1以上の加盟国と機

関の間の紛争、並びに理事会の調停によって解決されない附属書1の第26条に定めるいずれかの紛争は、

紛争のいずれか一方の当事者の要請によって仲裁裁判に付託される。 

２ 紛争当事者が別段に決定を行わない限り、仲裁裁判の手続は、本条及び理事会がすべての加盟国

の2/3の多数によって採択する追加規則に基づいて行われる。 

３ 仲裁裁判所は3人の仲裁人で構成する。各紛争当事者は、1人の仲裁人を任命する。最初の2人の

仲裁人は、仲裁裁判所長となる第3番目の仲裁人を任命する。2に定める追加規則は、この任命が所定

の期間内に行われなかった場合に従うべき手続を定める。 

４ 加盟国及び機関は、紛争当事者でない場合に、仲裁裁判所が事件の解決に実質的な利益を有する

と考える場合には、仲裁裁判所の同意によって訴訟に参加することができる。 

５ 仲裁裁判所は開廷地を決定し及び手続規則を定める。 

６ 仲裁裁判所の決定は仲裁人の過半数によって行われる。仲裁人は投票を棄権することができない。

決定は紛争当事者にとって最終的でありかつ拘束力を有する。決定に対していかなる上訴も提起するこ

とはできない。当事者は遅滞なく決定に従うものとする。決定の意味及び範囲に関して異議がある場合

には、仲裁裁判所は、一方の紛争当事者の要請によって決定を解釈する。 

 

第18条 義務の不履行  

この条約から生ずる義務を履行しない加盟国は、理事会がすべての加盟国の2/3の多数によって行

う決定によって、機関の加盟国であることを停止する。この場合に第24条の規定を適用することがで

きる。 

 

第19条 権利及び義務の継続  

機関は、この条約の効力発生の日に、欧州宇宙研究機構及び欧州ロケット開発機構の権利及び義務

の全体を引き継ぐ。 

 

第20条 署名及び批准 

１ この条約は1975年12月31日まで欧州宇宙会議の構成国の署名に開放される。この条約の附属書

は条約の不可分の一部をなす。 

２ この条約は、批准又は受諾を必要とする。批准書又は受諾書はフランス政府に寄託する。 

３ 署名国は、条約の効力発生の後、批准書又は受諾書の寄託まで、投票権なしに機関の会合に参加

することができる。 

 



第21条 効力発生  

１ この条約は、欧州宇宙研究機構又は欧州ロケット開発機構の加盟国である次の国が条約に署名し

かつフランス政府に批准書又は受諾書を寄託した場合に効力を生ずる。ドイツ連邦共和国、ベルギー王

国、デンマーク王国、スペイン、フランス共和国、イタリア共和国、オランダ王国、グレートブリテン

及び北アイルランド連合王国、スウェーデン王国、及びスイス連邦。条約は、その効力発生の後に条約

を批准し、受諾し又は加入する国に関しては、当該国による批准書、受諾書又は加入書の寄託の日に効

力を生ずる。 

２ 欧州宇宙研究機構設立条約及び欧州ロケット開発機構設立条約は、この条約の効力発生の日に終

了する。 

 

第22条 加入  

１ いずれの国も、この条約の効力発生の日から、すべての加盟国の2/3の多数によって行われる理

事会の決定によって、この条約に加入することができる。  

２ この条約への加入を希望する国は、この旨を事務局長に通告する。事務局長は、この要請を決定

のために理事会に提出する少なくとも3カ月前に加盟国に通知する。 

３ 加入書はフランス政府に寄託する。 

 

第23条 通告  

フランス政府は、すべての署名国及び加入国に以下のことを通告する。 

（a）各批准書、受諾書又は加入書の寄託の日。 

（b）第16条2に定めるこの条約及び改正の効力発生の日。 

（c）加盟国による条約の廃棄。 

 

第24条 廃棄  

１ いずれの締約国も、効力発生の日から6年を経過した後、フランス政府への通告によって、この

条約を廃棄することができる。フランス政府は、廃棄を他の加盟国及び事務局長に通告する。廃棄は、

フランス政府へ通告された年の次の会計年度の終了時に効力を生ずる。当該国は、廃棄が効力を生じた

後、廃棄通告がフランス政府に対して行われた会計年度の自国が参加した予算並びに前の会計年度の予

算として、可決され使用された誓約予算に対応する払込予算の分担額を支払う義務を有する。 

２ 条約を廃棄する加盟国は、機関に財産の使用の継続又は当該国の領域でのその若干の活動の続行

を保証する特別な協定を機関と締結する可能性がない限り、自国の領域で生ずる財産の滅失を機関に補

償しなければならない。この特別な協定は、財産の使用の継続及び活動の続行について、特にどのよう

な措置においてかつどのような条件で、この条約の規定が、廃棄が効力を生じた後も継続して適用され

るかを決定する。 

３ 条約を廃棄する加盟国及び機関は、共同で、当該国の負担とすることができる補足的な義務を決

定する。 

４ 当該国は、廃棄の効力発生の日まで、既得権を留保する。 

 

 

 



第25条 解散  

１ 機関は、加盟国の数が5以下に減少する場合に解散する。機関は、加盟国の合意によっていつで

も解散することができる。  

２ 理事会は、解散の場合に、当該時に機関の本部及び施設が自国の領域にある国と交渉する精算機

関を任命する。機関の法人格は、精算の必要のために存続する。 

３ 資産は、解散の際に機関の加盟国である国の間で、これらの国がこの条約の締約国となって以来、

実際に支払われた拠出金の比率に応じて分配する。負債がある場合には、これらの加盟国が現在の会計

年度について定められた拠出金の比率に応じて負債を負担する。 

 

第26条 登録  

フランス政府は、この条約の効力発生と同時に、国際連合憲章第102条の規定に基づき国際連合事務

総長に対してこの条約を登録する。 

a
タイプライターテキスト
＜翻訳：龍澤邦彦・監修、中央学院大学地方自治研究センター・編集『原典宇宙法』（1999年、丸善プラネット株式会社）＞



 

 CONVENTION FOR THE ESTABLISHMENT OF A EUROPEAN SPACE AGENCY 
 

Article I  

ESTABLISHMENT OF THE AGENCY  

1 A European organisation, called the "European Space Agency", hereinafter referred to as "the Agency", is hereby 
established.   

2 The members of the Agency, hereinafter referred to as "Member States", shall be the States which are parties to 
this Convention in accordance with Articles XX and XXII.  

3 All Member States shall participate in the mandatory activities referred to in Article V, 1 a, and shall contribute to 
the fixed common costs of the Agency, referred to in Annex II.  

4 The Headquarters of the Agency shall be situated in the Paris area.   
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Article II 

PURPOSE  

The purpose of the Agency shall be to provide for and to promote, for exclusively peaceful purposes, cooperation 
among European States in space research and technology and their space applications, with a view to their being used 
for scientific purposes and for operational space applications systems : 

a. by elaborating and implementing a long-term European space policy, by recommending space objectives to the 
Member States, and by concerting the policies of the Member States with respect to other national and international 
organisations and institutions; 

b. by elaborating and implementing activities and programmes in the space field; 

c. by coordinating the European space programme and national programmes, and by integrating the latter 
progressively and as completely as possible into the European space programme, in particular as regards the 
development of applications satellites; 

d. by elaborating and implementing the industrial policy appropriate to its programme and by recommending a 
coherent industrial policy to the Member States. 

Article III  

INFORMATION AND DATA  

1 Member States and the Agency shall facilitate the exchange of scientific and technical information pertaining to 
the fields of space research and technology and their space applications, provided that a Member State shall not be 
required to communicate any information obtained outside the Agency if it considers that such communication would be 
inconsistent with the interests of its own security or its own agreements with third parties, or the conditions under which 
such information has been obtained.   

2 In carrying out its activities under Article V, the Agency shall ensure that any scientific results shall be published 
or otherwise made widely available after prior use by the scientists responsible for the experiments. The resulting reduced 
data shall be the property of the Agency.   

3 When placing contracts or entering into agreements, the Agency shall, with regard to the resulting inventions and 
technical data, secure such rights as may be appropriate for the protection of its interests, of those of the Member States 
participating in the relevant programme, and of those of persons and bodies under their jurisdiction. These rights shall 
include in particular the rights of access, of disclosure, and of use. Such inventions and technical data shall be 
communicated to the participating States. 

4 Those inventions and technical data that are the property of the Agency shall be disclosed to the Member States 
and may be used for their own purposes by these Member States and by persons and bodies under their jurisdiction, 
free of charge.  

5 The detailed rules for the application of the foregoing provisions shall be adopted by the Council, by a two-thirds 
majority of all Member States. 

Article IV  

EXCHANGE OF PERSONS  

Member States shall facilitate the exchange of persons concerned with work within the competence of the 
Agency, consistent with the application to any person of their laws and regulations relating to entry into, stay in, or 
departure from, their territories.  

Article V  

ACTIVITIES AND PROGRAMMES  

1. The activities of the Agency shall include mandatory activities, in which all Member States participate, and 
optional activities, in which all Member States participate apart from those that formally declare themselves not interested 
in participating therein. 

 a. With respect to the mandatory activities, the Agency shall:  

i. ensure the execution of basic activities, such as education, documentation, studies of future projects and 
technological research work;  

ii. ensure the elaboration and execution of a scientific programme including satellites and other space 
systems;  

iii. collect relevant information and disseminate it to Member States, draw attention to gaps and duplication, 
and provide advice and assistance for the harmonisation of international and national programmes;  
iv. maintain regular contact with the users of space techniques and keep itself informed of their 
requirements. 



b. With respect to the optional activities, the Agency shall ensure, in accordance with the provisions of Annex III, 
the execution of programmes which may, in particular, include:  

i. the design, development, construction, launching, placing in orbit, and control of satellites and other 
space systems;  

ii. the design, development, construction, and operation of launch facilities and space transport 
systems.  

2. In the area of space applications the Agency may, should the occasion arise, carry out operational activities under 
conditions to be defined by the Council by a majority of all Member States. When so doing the Agency shall :  

a. place at the disposal of the operating agencies concerned such of its own facilities as may be useful to them;  

b. ensure as required, on behalf of the operating agencies concerned, the launching, placing in orbit and control of 
operational application satellites;  

c. carry out any other activity requested by users and approved by the Council.The cost of such operational 
activities shall be borne by the users concerned.  

3. With respect to the coordination and integration of programmes referred to in Article II c, the Agency shall 
receive in good time from Member States information on projects relating to new space programmes, facilitate 
consultations among the Member States, undertake any necessary evaluation and formulate appropriate rules to be adopted 
by the Council by a unanimous vote of all Member States. The objectives and procedures of the internationalisation of 
programmes are set out in Annex IV.  
 

Article VI  

FACILITIES AND SERVICES  

1. For the execution of the programmes entrusted to it, the Agency :  

a. shall maintain the internal capability required for the preparation and supervision of its tasks and, to this end, 
shall establish and operate such establishments and facilities as are required for its activities;  

b. may enter into special arrangements for the execution of certain parts of its programmes by, or in cooperation 
with, national institutions of the Member States, or for the management by the Agency itself of certain national 
facilities.  

2. In implementing their programmes, the Member States and the Agency shall endeavour to make the best use of 
their existing facilities and available services as a first priority, and to rationalise them; accordingly they shall not set up 
new facilities or services without having first examined the possibility of using the existing means.  

Article VII  

INDUSTRIAL POLICY 

1. The industrial policy which the Agency is to elaborate and apply by virtue of Article II d shall be designed in 
particular to :  

a. meet the requirements of the European space programme and the coordinated national space programmes in a 
cost-effective manner;  

b. improve the world-wide competitiveness of European industry by maintaining and developing space 
technology and by encouraging the rationalisation and development of an industrial structure appropriate to 
market requirements, making use in the first place of the existing industrial potential of all Member States;   

c. ensure that all Member States participate in an equitable manner, having regard to their financial contribution, 
in implementing the European space programme and in the associated development of space technology; in 
particular the Agency shall, for the execution of its programmes, grant preference to the fullest extent possible to 
industry in all Member States, which shall be given the maximum opportunity to participate in the work of 
technological interest undertaken for the Agency;  
d. exploit the advantages of free competitive bidding in all cases, except where this would be incompatible with 
other defined objectives of industrial policy. Other objectives may be defined by the Council by a unanimous 
decision of all Member States. The detailed arrangements for the attainment of these objectives shall be those set 
out in Annex V and in rules which shall be adopted by the Council by a two-thirds majority of all Member States 
and reviewed periodically 

2. For the execution of its programmes, the Agency shall make the maximum use of external contractors consistent 
with the maintenance of the internal capability referred to in Article VI, 1.  



Article VIII 

LAUNCHERS AND OTHER SPACE TRANSPORT SYSTEMS 

1 When defining its missions, the Agency shall take into account the launchers or other space transport systems 
developed within the framework of its programmes, or by a Member State, or with a significant Agency contribution, and 
shall grant preference to their utilisation for appropriate payloads if this does not present an unreasonable disadvantage 
compared with other launchers or space transport means available at the envisaged time, in respect of cost, reliability and 
mission suitability.  

2 If activities or programmes under Article V include the use of launchers or other space transport systems, the 
participating States shall, when the programme in question is submitted for approval or acceptance, inform the Council of 
the launcher or space transport system envisaged. If during the execution of a programme the participating States wish to 
use a launcher or space transport system other than the one originally adopted, the Council shall make a decision on this 
change in accordance with the same rules as those applied in respect of the initial approval or acceptance of the 
programme.  

 
Article IX  

USE OF FACILITIES, ASSISTANCE TO MEMBER STATES, AND SUPPLY OF PRODUCTS  
1. Provided that their use for its own activities and programmes is not thereby prejudiced, the Agency shall make its 
facilities available, at the cost of the State concerned, to any Member State that asks to use them for its own programmes. 
The Council shall determine, by a two-thirds majority of all Member States, the practical arrangements under which the 
facilities will be made available.  
2. If, outside the activities and programmes referred to in Article V but within the purpose of the Agency, one or 
more Member States wish to engage in a project, the Council may decide by a two-thirds majority of all Member States to 
make available the assistance of the Agency. The resulting cost to the Agency shall be met by the Member State or States 
concerned. 

3.     a. Products developed under a programme of the Agency shall be supplied to any Member State that has taken 
part in the funding of the programme in question and asks for such products to be supplied for its own purposes  

b. The Council shall determine by a two-thirds majority of all Member States the practical arrangements under 
which such products will be supplied and in particular the measures to be taken by the Agency in regard to its 
contractors to enable the requesting Member State to obtain those products.  

c. This Member State may ask the Agency to state whether it considers that the prices proposed by the contractors 
are fair and reasonable and whether, under similar circumstances, it would consider them acceptable for the 
purposes of its own requirements.  

d. The fulfilment of the requests referred to in this paragraph shall not involve the Agency in any additional costs, 
and all costs resulting from such requests shall be borne by the requesting Member State.  

 

Article X  

ORGANS  

The organs of the Agency shall be the Council, and the Director General assisted by a staff.  

 

Article XI 

THE COUNCIL  

1. The Council shall be composed of representatives of the Member States.  
2. The Council shall meet as and when required, either at delegate level or at ministerial level. The meetings shall 
be held at the Agency's Headquarters unless the Council decides otherwise. 

3.     a. The Council shall elect for two years a Chairman and vice-chairmen, who may be re-elected once for a further 
year. The Chairman shall direct the proceedings of the Council and ensure the preparation of its decisions; he 
shall inform the Member States of proposals for the execution of an optional programme; he shall assist in 
coordinating the activities of the organs of the Agency. He shall maintain liaison with the Member States, through 
their delegates to the Council, on general policy matters affecting the Agency and shall endeavour to harmonise 
their views thereon. In the interval between meetings, he shall advise the Director General and shall obtain from 
him all necessary information.  
b. The Chairman shall be assisted by a Bureau, the composition of which shall be decided by the Council and 
which shall be convened by the Chairman. The Bureau shall advise the Chairman in the preparation of Council 
meetings. 

4. When the Council meets at ministerial level it shall elect a chairman for the meeting. The next ministerial meeting 
shall be convened by him.  



5. In addition to the functions set forth elsewhere in this Convention and in accordance with its provisions, the 
Council shall :  

a. as regards the activities and programme referred to in Article V, 1 a (i ) and (ii:)  

i. approve the activities and programme by a majority of all Members States; decisions to this effect may 
only be changed by new decisions adopted by a two-thirds majority of all Member States;  

ii. determine, by a unanimous decision of all Member States, the level of resources to be made available to 
the Agency for the coming five-year period;  

iii. determine, by a unanimous decision of all Member States, towards the end of the third year of each 
five-year period and after a review of the situation, the level of resources to be made available to the 
Agency for the new five-year period starting at the end of this third year;  

b. as regards the activities referred to in Article V, 1 a (iii ) and (iv ):  

i. define the policy to be followed by the Agency in pursuit of its purpose;  
ii. adopt, by a two-thirds majority of all Member States, recommendations addressed to Member States;  

c. as regards the optional programmes referred to in Article V, 1 b :  

i. accept each programme by a majority of all Member States;  

ii. determine, as appropriate, in the course of their implementation, the order of priority of programmes;  

d. adopt the annual work plans of the Agency;  

e. as regards the budgets as defined in Annex II :  

i. adopt the annual general budget of the Agency by a two-thirds majority of all Member States;  

ii. adopt each programme budget by a two-thirds majority of the participating States;  

f. adopt, by a two-thirds majority of all Member States, the Financial Regulations and all other financial 
arrangements of the Agency;  

g. keep under review expenditure on the mandatory and optional activities referred to in Article V, 1;  

h. approve and publish the audited annual accounts of the Agency;  

i. adopt the Staff Regulations by a two-thirds majority of all Member States;  

j. adopt, by a two-thirds majority of all Member States, rules under which authorisation will be given, bearing in 
mind the peaceful purposes of the Agency, for the transfer outside the territories of the Member States of 
technology and products developed under the activities of the Agency or with its help;  

k. decide on the admission of new Member States in accordance with Article XXII;  

l. decide on the arrangements to be made in accordance with Article XXIV in the event of a Member State's 
denouncing this Convention or ceasing to be a member under Article XVIII;  

m. take all other measures necessary for the fulfilment of the purpose of the Agency within the framework of this 
Convention.  

6.    a. Each Member State shall have one vote in the Council. However, a Member State shall not have the 
right to vote on matters concerning exclusively an accepted programme in which it does not take part.  

b. A Member State shall have no vote in the Council if the amount of its arrears of contributions to the Agency in 
respect of all activities and programmes covered by Article V in which it participates exceeds the assessed amount 
of its contributions for the current financial year. Moreover, if the amount of a Member State's arrears of 
contributions to any one of the programmes under Article V, 1 a (ii ) or V, 1 b in which it participates exceeds the 
assessed amount of its contributions to that programme for the current financial year, then that Member State shall 
have no vote in the Council on questions relating exclusively to that programme. In any such case, the Member 
State may nevertheless be authorised to vote in the Council if a two-thirds majority of all Member States 
considers that the non-payment of contributions is due to circumstances beyond its control.  

c. The presence of delegates from a majority of all Member States shall be necessary to constitute a quorum at any 
meeting of the Council.  

d. Except where this Convention provides otherwise, decisions of the Council shall be taken by a simple majority 
of Member States represented and voting.  
e. In determining the unanimity or majorities provided for in this Convention, account shall not be taken of a 
Member State which has no vote.  

7. The Council shall adopt its own rules of procedure.  



8.     a. The Council shall establish a Science Programme Committee, to which it shall refer any matter relating to the 
mandatory scientific programme under Article V, 1 a (ii ). It shall authorise that Committee to take decisions 
regarding that programme, subject always to the Council's functions of determining the level of resources and 
adopting the annual budget. The terms of reference of the Science Programme Committee shall be determined by 
the Council by a two-thirds majority of all Member States and in accordance with this Article.  

b. The Council may establish such other subordinate bodies as may be necessary for the purpose of the Agency. 
The establishment and terms of reference of such bodies, and the cases in which they have powers of decision, 
shall be determined by the Council by a two-thirds majority of all Member States.  

c. When a subordinate body examines a question relating exclusively to one of the optional programmes referred 
to in Article V, 1 b, non-participating States shall have no vote unless all participating States decide otherwise.  

 

Article XII  

DIRECTOR GENERAL AND STAFF  

1. a. The Council shall, by a two-thirds majority of all Member States, appoint a Director General for a defined 
period and may, by the same majority, terminate his appointment.  

b. The Director General shall be the chief executive officer of the Agency and its legal representative. He shall 
take all measures necessary for the management of the Agency, the execution of its programmes, the 
implementation of its policy and the fulfilment of its purpose, in accordance with the directives issued by the 
Council. He shall have authority over the establishments of the Agency. He shall, in regard to the financial 
administration of the Agency, act in accordance with the provisions of Annex II . He shall make an annual report 
to the Council, and this report shall be published. He may also submit proposals concerning activities and 
programmes as well as measures designed to ensure the fulfilment of the Agency's purpose. He attends meetings 
of the Agency without the right to vote.  

c. The Council may postpone the appointment of the Director General for such period as it considers necessary 
either upon the entry into force of this Convention or in the event of a subsequent vacancy. In this event, it shall 
appoint a person to act in his place, who shall have such powers and responsibilities as the Council may 
determine.  

 

2. The Director General shall be assisted by such scientific, technical, administrative and clerical staff as he may 
consider necessary, within the limits authorised by the Council.  

3.    a. Senior management staff, as defined by the Council, shall be appointed and may be dismissed by the Council 
on the recommendation of the Director General. Appointments and dismissals made by the Council shall require a 
two-thirds majority of all Member States.  

b. Other staff members shall be appointed and may be dismissed by the Director General, acting on the authority 
of the Council.  

c. All staff shall be recruited on the basis of their qualifications, taking into account an adequate distribution of 
posts among nationals of the Member States. Appointments and their termination shall be in accordance with the 
Staff Regulations.  

d. Scientists who are not members of the staff and who carry out research in the establishments of the Agency 
shall be subject to the authority of the Director General and to any general rules adopted by the Council.  

4. The responsibilities of the Director General and the staff in regard to the Agency shall be exclusively international 
in character. In the discharge of their duties they shall not seek or receive instructions from any government or from any 
authority external to the Agency. Each Member State shall respect the international character of the responsibilities of the 
Director General and the staff, and shall not seek to influence them in the discharge of their duties. 

 

Article XIII  

FINANCIAL CONTRIBUTIONS  

1. Each Member State shall contribute to the costs of the activities and programme referred to in Article V, 1 a and, 
in accordance with Annex II, to the common costs of the Agency, in accordance with a scale adopted by the Council, by a 
two-thirds majority of all Member States, either every three years at the time of the review referred to in Article XI, 5 a 
(iii ), or whenever the Council, by a unanimous vote of all Member States, decides to establish a new scale. The scale of 
contributions shall be based on the average national income of each Member State for the three latest years for which 
statistics are available. Nevertheless,  

a. no Member State shall be required to pay contributions in excess of twenty-five percent of the total amount of 
contributions assessed by the Council to meet these costs;  



 b. the Council may, by a two-thirds majority of all Member States, decide in the light of any special 
circumstances of a Member State to reduce its contribution for a limited period. In particular, when the annual per 
capita income of a Member State is less than an amount to be decided by the Council by the same majority, this 
shall be considered as a special circumstance within the meaning of this provision. 

2. Each Member State shall contribute to the costs of each optional programme covered by Article V, 1 (b), unless it 
has formally declared itself not interested in participating therein and is therefore not a participant. Unless all participating 
States decide otherwise, the scale of contributions to a given programme shall be based on the average national income of 
each participating State for the three latest years for which statistics are available. This scale shall be revised either every 
three years or whenever the Council decides to establish a new scale in accordance with paragraph 1. However, no 
participating State shall, by the operation of this scale, be required to pay contributions in excess of twenty-five percent of 
the total amount of contributions to the programme concerned. Nevertheless, the percentage contribution to be made by 
each participating State shall be equivalent to at least twenty-five percent of its percentage contribution established under 
the provisions of paragraph 1, unless all the participating States decide otherwise when adopting the programme or during 
the execution of the programme.  
3. The statistical systems to be used for establishing the scales of contribution referred to in paragraphs 1 and 2 shall 
be the same, and shall be determined in the Financial Regulations.  
4.   a. Any State that was not a party to the Convention for the establishment of a European Space Research 

Organisation or to the Convention for the establishment of a European Organisation for the Development and 
Construction of Space Vehicle Launchers and which becomes a party to this Convention shall make, in addition 
to its contributions, a special payment related to the current value of the assets of the Agency. The amount of this 
special payment shall be fixed by the Council by a two-thirds majority of all Member States.  
b. Payments made in accordance with the provisions of sub-paragraph a shall be used to reduce the contributions 
of the other Member States unless the Council decides otherwise by a two-thirds majority of all Member States.  

5. Contributions due under this Article shall be paid in accordance with Annex II.  
6. Subject to any directions given by the Council, the Director General may accept gifts or legacies to the Agency 
provided that they are not subject to any conditions inconsistent with the purpose of the Agency.  
 

Article XIV  
COOPERATION  

1. The Agency may, upon decisions of the Council taken by unanimous votes of all Member States, cooperate with 
other international organisations and institutions and with Governments, organisations and institutions of nonmember 
States, and conclude agreements with them to this effect.   
2. Such cooperation may take the form of participation by non-member States or international organisations in one 
or more of the programmes under Article V, I a (ii) and V, I b. Subject to the decisions to be taken under paragraph 1, the 
detailed arrangements for such cooperation shall be defined in each case by the Council by a two-thirds majority of the 
States participating in the programme in question. These arrangements may provide that a non-member State shall have a 
vote in the Council when the latter examines matters pertaining exclusively to the programme in which that State 
participates.   
3. Such cooperation may also take the form of according associate membership to non-member States which 
undertake to contribute at least to the studies of future projects under Article V, 1 a (i) . The detailed arrangements for 
each such associate membership shall be defined by the Council by a two- thirds majority of all Member States. 
 

Article XV  
LEGAL STATUS, PRIVILEGES AND IMMUNITIES  

1. The Agency shall have legal personality.   
2. The Agency, its staff members and experts, and the representatives of its Member States, shall enjoy the legal 
capacity, privileges and immunities provided for in Annex I.  

3. Agreements concerning the Headquarters of the Agency and the establishments set up in accordance with Article 
VI shall be concluded between the Agency and the Member States on whose territories the Headquarters and 
establishments are situated. 

 

Article XVI  
AMENDMENTS  

1. The Council may recommend to Member States amendments to this Convention and to Annex I thereto. Any 
Member State that wishes to propose an amendment shall notify the Director General thereof. The Director General shall 
inform the Member States of any amendment so notified at least three months before it is discussed by the Council.   

2. Any amendment recommended by the Council shall enter into force thirty days after the Government of France 
has received notification of acceptance from all Member States. The Government of France shall notify all Member States 
of the date of entry into force of any such amendment.  
 



3. The Council may, by a unanimous vote of all Member States, amend any of the other Annexes to this 
Convention, provided that such amendments do not conflict with the Convention. Any such amendment shall 
enter into force on a date to be decided by the Council by a unanimous vote of all Member States. The Director 
General shall inform all Member States of any such amendment and of the date on which it will enter into force.   

 

Article XVII  

DISPUTES  

1. Any dispute between two or more Member States, or between any of them and the Agency, concerning 
the interpretation or application of this Convention or its Annexes, and likewise any dispute referred to in Article 
XXVI of Annex I, which is not settled by or through the Council, shall, at the request of any party to the dispute, 
be submitted to arbitration.   

2. Unless the parties to the dispute decide otherwise, the arbitration procedure shall be in accordance with 
this Article and with additional rules to be adopted by the Council by a two-thirds majority of all Member States.   

3. The Arbitration Tribunal shall consist of three members. Each party to the dispute shall nominate one 
arbitrator; the first two arbitrators shall nominate the third arbitrator, who shall be the chairman of the Arbitration 
Tribunal. The additional rules referred to in paragraph 2 shall determine the procedure to be followed if the 
nominations have not taken place within a specified time.  

4. Member States or the Agency, not being parties to the dispute, may intervene in the proceedings with the 
consent of the Arbitration Tribunal if it considers that they have a substantial interest in the decision of the case.   

5. The Arbitration Tribunal shall determine its seat and establish its own rules of procedure.  

6. The award of the Arbitration Tribunal shall be made by a majority of its members, who may not abstain 
from voting. This award shall be final and binding on all parties to the dispute and no appeal shall lie against it. 
The parties shall comply with the award without delay. In the event of a dispute as to its meaning or scope, the 
Arbitration Tribunal shall interpret it at the request of any party to the dispute.  

 

Article XVIII  

NON-FULFILMENT OF OBLIGATIONS  

Any Member State which fails to fulfil its obligations under this Convention shall cease to be a member of 
the Agency on a decision of the Council taken by a two-thirds majority of all Member States. The provisions of 
Article XXIV shall apply in such a case.  
 

Article XIX 

CONTINUITY OF RIGHTS AND OBLIGATIONS 
On the date when this Convention enters into force, the Agency shall take over all rights and obligations of 

the European Space Research Organisation and of the European Organisation for the Development and 
Construction of Space Vehicle Launchers. 

Article XX  

SIGNATURE AND RATIFICATION  

1. This Convention shall be open until 31 December 1975 for signature by the States which are members of 
the European Space Conference. The Annexes to this Convention shall form an integral part thereof.   

2. This Convention shall be subject to ratification or acceptance. Instruments of ratification or acceptance 
shall be deposited with the Government of France.   

3. After the entry into force of the Convention and pending the deposit of its instrument of ratification or 
acceptance, a signatory State may take part in the meetings of the Agency, without the right to vote.  

 



Article XXI 

ENTRY INTO FORCE  

1. This Convention shall enter into force when the following States, being members of the European Space 
Research Organisation or the European Organisation for the Development and Construction of Space Vehicle 
Launchers, have signed it and have deposited with the Government of France their instruments of ratification or 
acceptance: the Kingdom of Belgium, the Kingdom of Denmark, the French Republic, the Federal Republic of 
Germany, the Italian Republic, the Kingdom of the Netherlands, Spain, the Kingdom of Sweden, the Swiss 
Confederation and the United Kingdom of Great Britain and Northern Ireland. For any State ratifying, accepting 
or acceding to this Convention after its entry into force, the Convention shall become effective on the date of 
deposit by such State of its instrument of ratification, acceptance or accession.   

2. The Convention for the establishment of a European Space Research Organisation and the Convention 
for the establishment of a European Organisation for the Development and Construction of Space Vehicle 
Launchers shall terminate on the date of the entry into force of this Convention.  

 

Article XXII 

ACCESSION 

1. After the entry into force of this Convention, any State may accede thereto following a decision of the 
Council taken by a unanimous vote of all Member States.  

2. A State that wishes to accede to this Convention shall notify the Director General, who shall inform the 
Member States of this request at least three months before it is submitted to the Council for decision.   

3. Instruments of accession shall be deposited with the Government of France.   

 

Article XXIII NOTIFICATIONS  

The Government of France shall notify all signatory and acceding States of:   

a. the date of deposit of each instrument of ratification, acceptance or accession;  

b. the date of entry into force of this Convention and of amendments covered by Article XVI, 2;  

c. the denunciation of the Convention by a Member State.  

 

Article XXIV  

DENUNCIATION  

1. After this Convention has been in force for six years, any Member State may denounce it by notifying 
the Government of France, which shall notify the other Member States and the Director General. The 
denunciation shall take effect at the end of the financial year following that during which it was notified to the 
Government of France. After the denunciation has taken effect, the State concerned shall remain bound to honour 
its due share of the payment appropriations corresponding to approved contract authority used both under the 
budgets to which it was contributing for the year in which the denunciation was notified to the Government of 
France, and under previous budgets.  

2. A Member State denouncing the Convention shall indemnify the Agency for any loss of property on its 
territory, unless a special agreement can be concluded with the Agency for the continued use of this property by 
the Agency or the continuation of certain activities of the Agency on the territory of the said State. Any such 
special agreement shall determine in particular to what extent and on what conditions the provisions of this 
Convention shall continue to apply, after the denunciation has taken effect, to the continueduse of this property 
and the continuation of these activities.   

3. A Member State denouncing the Convention, and the Agency, shall jointly determine any additional 
obligations to be borne by the said State.  

4. The State concerned shall retain the rights it has acquired up to the date on which the denunciation takes 
effect.  



Article XXV  
DISSOLUTION  

1. The Agency shall be dissolved if the number of Member States becomes less than five. It may be 
dissolved at any time by agreement between the Member States.  
2. In the event of dissolution the Council shall appoint a liquidation authority, which will negotiate with the 
States on whose territories the Headquarters and establishments of the Agency are situated at the time. The legal 
personality of the Agency shall subsist for the purposes of the liquidation.   
3. Any surplus shall be distributed among those States that are members of the Agency at the time of the 
dissolution, in proportion to the contributions actually made by them from the dates of their becoming parties to 
this Convention. In the event of a deficit, this shall be met by the same States in proportion to their contributions 
as assessed for the financial year then current.  
 

Article XXVI  
REGISTRATION  

Upon the entry into force of this Convention, the Government of France shall register it with the Secretariat 
of the United Nations in accordance with Article 102 of the Charter of the United Nations.  




